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　論文に取り上げられたアセスメンツールは，Minimum Data Set-Home Care 2.0　2
件，ゴードンの機能的健康パターンに基づく情報分析，日本訪問看護財団版アセスメン








































　論文に取り上げられていたアセスメントツールは，Minimum Data Set-Home Care 2.0（以
下MDS-HC2.0）が 2件，ゴードンの機能的健康パターン，日本訪問看護振興財団版のアセスメ
ント・ケアプランツール（以下ケアプランツール），国際生活機能分類（以下 ICF），North 












る Minimum Data Set 








































































































































































































の障害を総合的にとらえる Activities of daily living20（以下 ADL20）と，家族の介護負担感
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